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エレガ､ ンスにあなたを装う
真珠とジュエリーの新作展です。
ご来店をお待ちいたしております。

品質･ サイズともに豊富に品揃えをいたしております。

慰民蝿'脇馳

新しい季節の気品ある調べ

ｃ○, '－，駕藤i f識Ｗ…
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』

※このシリーズはまさカラーの素敵な女性に毎月ご登埋いただきます。

』

」

まさ・阪急ファイブ店
ファッションコーデイネイター

豊島万里子
休日にゆっくりとコーヒータ
イムを持つのが､ ｢ 私の好きな時
間｣ ､ という岡本仁見さんにはエ
イドリーのオシャレでちょっと
ステキな余暇をコーディネイト
してみました。
パンツγ2 0 , 0 0 0 プラウスツ1 6 , 0 0 0 ジヤ
ケットヂ4 6 , 0 0 0 ( すべてエイドリー）ネツ
クレスヂ6 . 9 0 0

甫

一
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宝 塚
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加古川

辰ＬノロＥ

Ｖﾘム 扉一
頃夕

ｋ塁曾ｆ３Ｊ”
」』

蓉一
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』

一< 私の好きな時間〉

撮影協力／アンリ・シヤルパンテイ工

』

2 5 - 5 4 2 1
2 5 - 5 5 Ｍ

』
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ＭｙＥ４剛庇〃１画四ＭＢさんプラザ店
さんち力 ､ 店
須磨パティオ・店
千里阪急地下街店
阪急ファイブ店
猶武商槻店
鬼北パンジョ店
阪急ファミリーストア店
, 阿武大ｉｌｔｓｃＩＬｉＦ
ニッヶパークタウン店
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アニバーサリーパック

1 0 周年記念特別企画リザ･ ｸ ﾙ ｰ ジﾝ グ' ８４１泊2 日船の旅
販売価格1 0 0 , 0 0 0 円（商品券'0万円含む）バｯｸお買上げの方全員をご招待．′
限定数1 , 0 0 0 個華麗な船旅１泊２日｡ 愉快なゲームやｲ べﾝ ﾄ もご用意。
販売期間４月3 0 日まで

鍵蝿熟皿
神戸市中央区三宮町1 - 9 - 1 三宮センタープラザ3 ＦＴＥＬＯ７８( 3 9 1 ) 6 8 0 6
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１０個人￥5 0 0
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１

その他およろこびの日に
ふきわしい和･ 洋菓子を
とりそろえております

その他およろこびの日に
ふきわしい和･ 洋菓子を
とりそろえております
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目次作品／宮崎豊治｢ 身辺モデル」

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の手帖です

４月号目次１９８４. N Q 2 7 6
表紙／小理良平
セカンドカバー／スケッチブックから〈6 4 > ヨーロッパを描く／西村功
９神戸っ子､ 別／杉山知子・小高下宍
１２ある集い／日本ケミカルシューズ工業組合青年部／畷海正勝
１５コウベスナップ
1 6 エトランゼの輪郭〈2 6 > ／' 片山直
１８神戸の風色〈5 2 》／堀内初太郎
２９わたしの意見／奥村孝
３１随想／藤原志保／花柳五三輔／吉田美穂子
３４詩心象く型> 詩・安水稔和／絵・石阪春生
３６ｒ大潤」詩・時里二郎／コラージュ・北川健次
３８連載エッセイ／三枝和子・カット元永定正
４１地域文化論( その5 6 ) ／藤岡ひろ子
４２インタビュー〆阿久悠
４６キャンペーン〆ファッションタウン
５２神戸ファッション,脳(各界1 0 0 人へのアンケート）
６５経済ポケットジャーナル
６８座談会／元町キャンペーン／完町の文化と伝統を守ろう
７０話題のひろば、サンバパーテイ「カルナバル・ド･ コウベ」

回田辺聖子
回スリランカファンタジー／金子真珠

７４ファッションレポート／ルイ･ ヴイトンジヤパン株式会社案郷次郎社長を訪ねて
７６ファッションスポット
８２ＮＥＵＥＭＯＤＥＭＡＲＣＨＥＮ／篠原順子
８６ノコちゃんの華麗なるＫＯＢＥ見てある記／ジヤヴア新社屋
1 0 6 「話j 竃の女｣ ／阿藤久子
1 １３コーヒーブレイク
1 1 4 動物園飼育日記〈2 2 1 > ／亀井一成
1 1 8 有馬歳時記《４月〉
1 2 ＯふたたびプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
1 2 3 神戸の集いから
1 2 4 神戸を福祉の町に〈1 2 4 > 橋本明
1 2 6 兵庫界隈記
1 2 9 ＫF Ｓニュース
伽神戸百店会だより
1 3 2 ふらっしゆ・ばつ< 〈4 2 > ／淀川長治
1 3 4 K O B E M O D E R N C U L T U R E
1 3 6 コスモ・ファンタジー／キツネキツ・ヨルノトノ①／佐藤晴美
1 4 2 ポケットジャーナル
1 4 7 ぴつといん
剛多田智満子午后の対話／ケスト・中西勝
1 副連載小競／昔の眼／服部洋介／絵・貝原六一
１７６連載エッセイ／風のファンタジア〈４> ／吉村由美
1 7 8 海船港／ＲＯＲＯ船スーパーキャリアr バーバー･ タンパ号」
カメラ／米田定蔵・橋本英男・田村康・松原卓也
プレゼンツ・池田年夫
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神戸国際展示場２階昭和5 9 年度神戸酒徒番附発表
ポートﾗ ｲ ﾅ ｰ 市民広場駅西粟( 文化人）西( 経済人）

ーかいひ○横綱田辺聖子横綱田崎俊作
８，０００円麓繍篭美篭難繍駕駕

塞催/月刊神戸馨篭駕懸チャリティ福引大会
緯戸市中央区東町,,3-,大謹瀧憧錦蕊雇孟サンバ･フィーバー月刊神戸つ子ｻﾝバﾁｰﾑ

ｒ』とき●●プログラム

蕊雲歌

簿.

〆

■

夕

月刊神戸っ子創刊2 3 周年記念パーティ

' ８４世界の酒祭1 つ
午後６時～８時3 0 分
受付・午後５時3 0 分 花柳五三輔〈舞台芸術部門）

｢ 真珠の街神戸J を考えるプロジェクト会談
（ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ 部門】

』

４月１８日く水＞第1 3 回ブルーメール賞表彰式
。受簡者
時里二郎( 文学部門）
末広光夫( 音楽部門）
藤原志保( 美術部門）ところ ｡
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新宿･ 高野

ゲルラン

東京屋

／』蕊
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難
雛
謬
眺

犠纏犠纏
迩鍵迩鍵

ホットマン

雪;蝋竺鍾
Ｌ

雪;蝋竺鍾
Ｌ

雪;蝋竺鍾
Ｌ

三愛

戸に恋をした､ 多ダおしゃれ空間ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ パーク

ランプ｡

凧洲l 《刑

ﾉレハミーーノレ

ＶＩＣＴＯＩＲＥＢＯＮフカヤ

神戸･三宮( さんﾌ ﾟ ﾗ ず･ センターﾌ ﾟ ﾗ ず）
ブランコ

リザ･サロン
ベンチ

ダィァナ
サイズｼｮｯﾌﾟダイアナ

ココ山岡

ＣＡＮ 電話0 7 8 ( 3 3 2 ) 1 6 9 8 営業時間Ａ, M 1 1 : 0 0 - - P ､ M 8 : 0 ０

Caro'ｓ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



先
代
雲
楽
に
師
事
し
、

作
陶
を
学
び
、
清
水
焼

の
伝
統
を
習
得
す
る
か

た
わ
ら
、
日
常
食
器
の

新
分
野
開
拓
に
取
組
む
画

近
年
、
電
気
窯
で
の
焼

成
に
い
ち
早
く
取
り
組

み
、
新
軸
薬
の
調
合
に

努
力
し
た
結
果
、
独
創

の
乾
山
風
青
抹
陶
袖
を

開
発
。
独
自
の
作
風
を

き
り
ひ
ら
い
た
号

、／ 京の雅と気品を今につたえろ､清水焼。
雷舞絢絶

清
水
焼
雲
楽
窯

伝
統
工
芸
士

二
代
斉
藤
雲
楽

鐘Ｚ

',冴
、

勺
学

が

、

陶
歴

ノ

古都､ 京都｡ そこに息づく伝統の日本美｡ その中で3 0 0 年の清水焼

驚i 繍齢識翼耀鵜購。雷舞絢絶
〒6 5 o 神戸市中央反毒島中町6 - 1 0 - 1
神戸ポートピアホテル
ショッビシグアーケード｢ パレビアンカ｣ 1 階
舌07 8 - 3 0 2－1 5 5 7
078-302-1111(内線3514）

神戸ボートピア店･ 大鉢、小鉢、花瓶、菓子鉢、夫婦茶椀、薄茶・濃茶茶椀、酒器
セット、湯呑、ぐい呑み、銘々皿、箸置、土瓶、アクセサリー
など多種類の商品が揃っています。
･ 記念品、引出物、ご贈答品にぜひ、オーダー出来ます。
。" 雲楽窯" の窯元と同じ値段で、お安く求められます。
●" 雲楽窯' ，へのロクロ見学、陶芸教室が開かれています。
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１
２９
１

☆
私
の
意
見

奥
村
孝

八
兵
庫
県
公
安
委
員
会
委
員
長
Ｖ

緑
あ
ふ
れ
る

セ
ー
フ
シ
テ
ィ

コ
ウ
ベ
に

宮
崎
辰
雄
氏
が
市
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
、
緑
化
運
動
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
が
、
交
通
事
故
の
件
数
が
大
幅
に
減
り
、
神
戸
市

が
非
常
に
安
全
な
街
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
指
摘

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

歩
行
者
が
道
路
へ
飛
び
だ
せ
な
く
す
る
た
め
に
、
歩
道
に
生
け

垣
を
設
け
る
一
方
、
緑
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
中
央
分
離
帯
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
交
通
事
故
が
減
少
し
ま
し
た
。

宮
崎
さ
ん
が
市
長
に
な
ら
れ
た
昭
和
妬
年
当
時
、
神
戸
市
内
の

交
通
事
故
死
者
数
は
、
一
年
間
１
２
０
人
で
し
た
が
、
錦
年
に

は
、
配
人
と
な
り
、
４
割
以
上
も
減
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
一
万

台
当
た
り
の
死
者
数
は
、
坐
年
が
７
．
０
人
、
詔
年
に
は
１
．
９

人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
車
の
台
数
は
増
加
す
る
一
方
で
す
か
ら
、

数
字
を
見
た
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
安
全
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
こ
こ
数
年
横
ば
い
状
態

に
な
っ
て
お
り
、
設
備
の
改
善
や
警
察
の
取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て

死
者
数
を
減
ら
す
こ
と
は
、
も
う
限
界
に
き
て
い
ま
す
。
今
後
の

問
題
は
、
車
の
利
用
上
の
モ
ラ
ル
の
向
上
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
送
迎
の
手
段
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
あ
る
企
業

の
社
長
が
通
勤
す
る
時
、
会
社
か
ら
迎
え
の
車
が
社
長
宅
ま
で
行

き
、
帰
り
は
家
ま
で
送
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。
こ
れ
だ
と

片
道
分
、
空
車
で
走
る
と
い
う
無
駄
が
生
じ
ま
す
。
も
し
社
長
宅

に
ガ
レ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
、
運
転
手
は
朝
直
接
、
社
長
宅
へ
行
き
、

帰
り
は
そ
こ
か
ら
帰
宅
で
き
る
の
で
効
率
が
よ
く
な
り
ま
す
。
車

の
動
き
も
そ
の
分
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、
当
然
、
事
故
も
減
り
ま

す
。
そ
の
他
に
も
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

車
の
必
要
の
な
い
時
は
市
民
の
一
人
一
人
が
乗
ら
な
い
と
い
う

習
慣
を
つ
け
る
べ
き
で
す
。
特
に
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
各
界
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
お
ら
れ
る
方
か
ら
ま
ず
考
え
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
こ
の
度
、
私
は
公
安
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
機
に
私
は
な
る
べ
く
車
の
使
用
を
控
え
、
つ
と
め

て
電
車
、
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

理
屈
で
は
な
く
実
行
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
私
と
一

緒
に
車
の
使
い
方
を
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
談
）

瞬篭§
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伝統のホテルで､ 永遠の愛を誓う

オリエンタルホテルの
ご結婚式
オリニンタルホテル
には、明論から大正．
昭和' 二かI ﾅ てのロマン
とノスタルジーの谷り
があります。
1 9 8 0年代の今日、ホ
テルは今や人々の新し
い広場になりました。
洗練された挙式は1 0 3
年の歴史を誇るオリエ
ンタルホテルにおまか
せください。きっと愛
の記念ロとして心にの
こる結婚式になるでし
ょう。
心などむ猪式前のお
点前、雅楽流れる巾で
の三々九度、暖かい祝
福に包まれる披露宴、
お慶びの中にも格調あ
ふれるご傭礼を、経験
豊かなサービスでお手
伝いいたします。

明治､ 大正､ 昭和、
神戸のﾛ ﾏ ﾝ とﾉ ｽ ﾀ ﾙ ジｰ

留居地時代( 明治１５年頃）
のオリエンタルホテル

心などむ挙式前のお点前
は３階お茶室で

典心とサービスで業叶い､ 門出を
※オリユーンクルホテルで挙式、
ご披露宴をなされたお･ 旦人を、
ご結婚一周年記念Ｈの晩餐に
ご招待申しあげます。

戸オリエンタルホテル
神戸市中央区京Ｉ
ＴＥＬＯ７８( 3 3 1

神戸市中央区京町2 5 番地
ＴＥＬＯ７８(331) 8 1 1 1

、
閲鐸塞雲雲拳
さわやかなやさしさを感じる

庚摩, 群 r

､ 習驚
鍾零

鰯

シラーロッケン

蛾｡、

篭

クレープを薄く焼き、くるくると巻きました。
I Iさをおさえたi隆い味、サクッとした｢ iあたりでする

クレープ、ヨーグルト、ストロベリー、アー
モンドの４種類。

釈コニハイZ 』
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範 f 鎧巽

鰭
酒
に
墨
画
談
義
の
こ
こ
ち
よ
し

今
年
の
よ
う
な
厳
し
い
冬
の
楽
し
み

は
、
何
と
い
っ
て
も
、
身
も
心
も
暖
っ

た
め
て
く
れ
る
。
肝
入
り
の
「
て
っ
ち

り
」
。
こ
た
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
身
の

し
ま
っ
た
「
て
っ
さ
」
と
、
く
れ
ば
、

話
も
は
ず
む
。
そ
し
て
、
な
く
て
は
な

ら
ぬ
、
う
ま
い
鰭
酒
。
こ
れ
は
、
鰭
の

乾
燥
度
、
焼
き
工
合
、
酒
の
温
度
の
調

和
が
大
事
。

ほ
ろ
酔
い
気
嫌
の
芸
術
談
義
は
い
い

も
の
で
、
又
独
創
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧

く
時
で
も
あ
る
。

「
私
の
お
酒
」

藤
原
志
保

八
造
形
作
家
（
平
面
）
Ｖ

識

１
３１
１

随 想

§
鰯
銀 零蕊

く
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
境
地
を

お
た
ず
ね
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
酔

っ
た
画
ほ
ど
、
心
楽
し
い
も
の
は
な
い
。

又
、
酔
え
る
か
ら
、
剣
の
意
気
も
描
け

る
の
で
あ
る
。

常
々
、
酒
に
酔
わ
ず
し
て
、
何
ぞ
、

芸
術
が
な
せ
る
も
の
か
、
と
い
っ
た
思

い
を
持
っ
て
い
る
。

春
近
い
今
、
春
含
む
風
に
お
よ
ぐ
雲

竜
柳
の
新
芽
な
ど
、
酒
の
肴
に
ぴ
っ
た

り
だ
。
又
、
春
と
も
な
れ
ば
、
生
気
を

い
っ
ぱ
い
含
ん
だ
新
芽
の
野
菜
に
、
魚

海
類
の
「
会
席
料
理
」
、
こ
れ
は
又
、
楽

し
み
で
、
一
層
、
お
酒
の
お
い
し
い
季

節
に
な
る
。

吟
味
さ
れ
た
器
に
、
料
理
の
盛
り
つ

け
、
薄
味
で
深
み
の
あ
る
味
わ
い
。
香

り
も
大
事
に
ゆ
き
と
ど
き
、
吸
い
物
は
、

又
、
格
別
で
、
日
本
料
理
の
粋
の
よ
う

に
思
う
。
料
理
の
品
に
、
板
前
さ
ん
の
心

意
気
が
つ
た
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、

芸
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

今
ま
で
に
、
影
響
を
受
け
た
画
家
は

い
ま
す
か
、
と
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
私
の
場
合
、
好
き
な
画
家
は
い

る
が
、
「
書
物
か
ら
」
、
「
目
に
入
る
風

物
」
、
「
朽
ち
か
け
た
壁
」
、
「
林
の
中
で

寝
こ
ろ
ん
で
、
天
を
仰
い
だ
時
」
、
「
台

風
の
暗
雲
に
」
、
「
じ
い
つ
と
み
つ
め
る

水
流
に
」
、
「
春
の
息
吹
き
に
」
…
…
等

に
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

街
の
シ
ョ
ウ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
、
神
戸

の
街
に
、
今
ま
で
の
創
作
を
展
開
さ
せ

て
い
く
空
気
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

午
後
２
時
頃
か
ら
、
４
時
頃
ま
で
、

読
書
を
し
な
が
ら
の
昼
寝
の
習
慣
が
つ

い
て
い
る
。
そ
う
、
も
う
加
年
に
も
な

る
。
う
た
た
寝
の
時
も
又
、
い
い
も

の
。
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
。
し
か

し
、
夜
中
に
目
が
覚
め
、
創
を
練
り
だ
す

と
、
こ
れ
が
全
く
眠
む
れ
な
い
。
次
か

ら
次
へ
と
湧
い
て
き
て
、
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
に
、
エ
ス
キ
ー
ス
の
メ
モ
が
山
と
な

る
。
そ
の
時
、
メ
モ
し
て
お
か
な
い
と

朝
に
な
る
と
、
全
く
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
夜
明
け
に
な
っ

て
、
う
つ
ら
う
つ
ら
、
と
い
っ
た
状
態
。

加
年
程
前
、
あ
る
老
齢
の
画
家
が
、

⑤

「
あ
な
た
は
画
を
描
く
の
に
、
何
を
も

⑦
●って
描
き
ま
す
か
、
ミ
ル
ク
で
す
か
、

コ
ー
ヒ
ー
で
す
か
、
お
酒
で
す
か
」
と
。

私
は
、
直
ぐ
に
答
え
ま
し
た
。
「
も
ち

ろ
ん
お
酒
で
す
。
」
と
。
そ
の
画
人
は
、

私
に
、
じ
い
つ
と
見
い
っ
て
い
ま
し
た

も
ち
ろ
ん
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
描

灘
カット／藤原志保（爆Ｆ1 ０
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簿蕊幾

蕊Ｉ
最
近
私
は
、
人
と
の
出
会
い
・
お
つ

き
合
い
と
い
っ
た
も
の
に
不
思
議
な
魅

力
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
秋
、
私
は
初
め
て
の
リ
サ
イ
タ
ル

を
、
神
戸
国
際
会
館
で
開
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
踊
っ
た
中
の
一
つ
「
鏡
獅
子
」

の
演
技
に
対
し
て
こ
の
度
、
月
刊
神
戸

っ
子
よ
り
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
を
頂
け
る

こ
と
と
な
り
、
と
て
も
感
慨
深
く
思
い

ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
も
、
こ
の
リ
サ

イ
タ
ル
の
前
日
、
舞
台
稽
古
で
、
私
は

不
幸
に
も
（
後
で
考
え
ま
す
と
一
概
に

そ
う
と
も
い
え
ま
せ
ん
が
．
…
：
）
肩
鎖

関
節
を
脱
臼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
誰

の
責
任
で
も
な
く
、
唯
々
自
分
自
身
の

ミ
ス
か
ら
の
怪
我
で
す
が
、
本
番
を
翌

日
に
し
て
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
は
困
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
初
め
て
の
リ
サ
イ
タ
ル
、
東
京

花
柳
五
三
輔

八
舞
踊
家
Ｖ

「
人
と
の
出
会
い
・
友
」

膳
§
鯖

感
じ
る
。

お
い
し
い
料
理
や
、
お
酒
が
楽
し
み

で
、
仕
事
も
出
来
る
よ
う
な
も
の
で
、

桜
花
満
開
の
月
明
り
の
下
で
、
気
の
あ

っ
た
仲
間
と
、
お
い
し
い
料
理
を
つ
ま

み
な
が
ら
、
花
冷
え
を
、
熱
畑
で
楽
し

む
の
が
、
今
か
ら
、
待
ち
ど
お
し
い
◎

よ
り
お
家
元
様
は
じ
め
、
恩
師
諸
先
誰

の
方
々
の
御
出
演
の
許
、
昼
夜
合
わ
せ

て
五
番
を
踊
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
私

に
と
り
ま
し
て
、
自
分
の
こ
と
以
上
に

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
の
た
め
に
、
応
援
尽

力
し
て
く
れ
た
、
母
親
、
友
人
、
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
の
心
情
を
思
う
と
、
も
う

た
ま
ら
な
い
程
、
自
分
の
ミ
ス
を
後
悔

し
ま
し
た
。
も
う
明
日
は
踊
る
こ
と
が

出
来
な
い
だ
ろ
う
と
、
一
時
は
あ
き
ら

め
の
心
境
で
し
た
が
、
荻
原
先
生
（
荻

原
整
形
外
科
病
院
長
）
を
紹
介
し
て
頂

き
、
当
日
麻
酔
を
し
て
無
事
踊
り
抜
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
普
通
の
医
者
で

あ
れ
ば
、
恐
ら
く
こ
う
ま
で
し
て
は
く

れ
な
か
っ
た
の
で
は
と
、
本
当
に
、
荻

原
先
生
に
出
会
え
た
こ
と
が
幸
運
で
あ

っ
た
と
喜
び
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
私
を
踊
ら
せ
る
た
め
に
気
配

り
し
て
く
れ
た
友
人
達
に
も
口
で
は
い

え
な
い
ほ
ど
の
感
謝
の
気
持
が
一
杯

で
、
よ
き
友
人
を
持
て
た
こ
と
に
誇
り

を
感
じ
ま
し
た
。
リ
サ
イ
タ
ル
が
無
事

3２

終
り
、
前
述
の
荻
原
先
生
に
手
術
し
て

頂
き
、
一
と
月
近
く
の
入
院
生
活
の
中

で
、
本
来
な
ら
ば
舞
踊
シ
ー
ズ
ン
の
ま

つ
最
中
で
忙
し
い
時
期
で
し
た
が
、
却

っ
て
自
分
自
身
、
日
本
舞
踊
に
つ
い
て

考
え
る
時
間
が
持
て
た
の
は
、
今
迄
に

な
い
収
穫
で
し
た
。
こ
の
怪
我
に
よ
っ

て
、
囲
り
の
人
々
の
情
が
よ
く
わ
か

り
、
本
当
に
私
を
理
解
し
応
援
し
て
下

さ
っ
て
る
方
々
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
も

把
握
で
き
ま
し
た
。

リ
サ
イ
タ
ル
の
後
、
母
（
黒
石
紫
月
）

の
発
表
会
の
当
日
に
祖
母
が
他
界
す
る

と
い
う
不
幸
が
重
な
り
、
あ
る
意
味
で

リ
サ
イ
タ
ル
の
前
後
は
試
練
の
時
で
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
多
く
の
友
人
に
恵

ま
れ
、
新
た
な
人
々
と
の
出
会
い
に
接

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
素
晴

し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
迄
以
上
に
友

人
を
大
事
に
し
、
私
を
慕
い
信
頼
し
寄

っ
て
下
さ
る
方
々
の
た
め
に
も
、
自
分

に
厳
し
く
日
本
舞
踊
と
い
う
伝
承
芸
術

の
道
を
遮
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

｢ 蚤取男」を演じる鉦者
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昨
年
の
集
会
よ
り
（
左
端
が
筆
者
）

去
る
二
月
十
一
日
に
図
書
館
問
題
研

究
会
兵
庫
支
部
こ
ど
も
委
員
会
主
催
で

「
公
共
図
書
館
の
児
童
奉
仕
を
考
え
る
」

集
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
県
下
の
図
書

館
員
、
小
学
校
の
先
生
、
地
域
の
こ
ど

も
文
庫
の
お
か
あ
さ
ん
な
ど
一
一
十
四
名

が
集
い
、
う
ち
十
四
名
は
泊
ま
り
こ
み

で
話
し
あ
い
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
集

会
は
今
年
で
一
一
度
目
に
な
り
ま
す
が
、

今
年
の
話
題
は
、
学
校
教
育
の
場
で
の

児
童
文
学
教
材
の
扱
い
方
、
こ
ど
も
と

こ
と
ば
の
豊
か
な
出
会
い
の
た
め
の
本

そ
し
て
、
各
図
書
館
現
場
で
の
実
情
と

課
題
で
し
た
。

さ
て
現
在
、
神
戸
の
図
書
館
で
の
児

童
奉
仕
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
劣
悪
と

も
言
え
る
状
態
で
す
。
神
戸
市
は
「
教

育
と
文
化
の
ま
ち
」
を
指
向
し
て
い
る

筈
で
す
が
、
少
な
く
と
も
図
書
館
行
政

に
つ
い
て
は
、
指
定
都
市
中
、
下
か
ら

一
、
二
番
を
争
う
条
件
整
備
の
貧
困
さ

で
す
。
そ
う
言
う
と
、
大
倉
山
の
中
央

図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は

あ
ん
な
新
し
く
て
大
き
な
図
書
館
が
あ

る
の
に
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

吉
田
美
穂
子

八
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
勤
務
Ｖ

こ
ど
も
た
ち
の
身
近
に

図
書
館
を
／

鍛騨

ん
。
で
も
、
図
書
館
は
、
自
学
自
習
を

助
け
る
た
め
継
続
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
機
関
で
す
。
し
か
も

年
令
的
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
よ

り
ま
で
「
す
べ
て
の
市
民
」
を
対
象
と

し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
当
然
、

成
人
に
対
す
る
奉
仕
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
ど
も
た
ち
に
対
す
る
奉
仕
も
、
業
務

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
も
た
ち
は
、

お
と
な
と
ち
が
い
、
求
め
る
資
料
の
た

め
に
高
い
電
車
賃
、
バ
ス
代
を
払
っ
て

遠
い
図
書
館
に
ま
で
足
を
運
ぶ
と
い
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
図
書
館
が
身
近

に
あ
る
環
境
の
中
で
こ
そ
、
自
ら
知
識

を
求
め
、
豊
か
な
想
像
力
。
創
造
力
を

も
つ
次
代
の
神
戸
市
民
が
育
っ
て
い
く

懲篭

識輔謹蕊鐸螺遜s録鼠譲

、驚

屡這鱗
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め

に
は
、
地
域
図
書
館
の
充
実
こ
そ
が
必

要
で
す
。

神
戸
に
は
現
在
、
七
つ
の
地
域
図
書

館
と
一
台
の
自
動
車
図
書
館
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
域
図
書
館
が
先
ほ
ど
言
っ

た
よ
う
な
貧
困
な
状
況
な
の
で
す
。
図

書
館
に
と
っ
て
生
命
と
も
言
う
べ
き
図

書
購
入
費
は
指
定
都
市
平
均
の
半
分
強

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
こ
ど
も

の
本
ま
で
な
か
な
か
手
が
ま
わ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
五
人
の
職
員
で
年
間
三
十

五
万
冊
以
上
、
一
人
あ
た
り
七
万
冊
と

い
う
本
を
貸
出
し
て
い
る
の
で
（
こ
れ

は
全
国
で
も
ワ
ー
ス
ト
ー
と
い
っ
た
数

字
で
す
。
）
忙
し
い
時
は
子
ど
も
の
方
へ

ふ
り
む
く
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
児
童

コ
ー
ナ
ー
を
荒
れ
た
ま
ま
に
放
置
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

児
童
奉
仕
で
は
、
お
と
な
に
対
す
る

以
上
に
、
心
を
こ
め
手
を
か
け
た
、
「
心

と
こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
が
必

要
な
の
で
す
。
前
提
と
な
る
、
本
の
中
味

に
つ
い
て
の
知
識
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

で
も
今
、
地
域
図
書
館
で
は
、
そ
の
た

め
に
力
や
お
金
や
時
間
を
割
く
余
裕
が

な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
も
職
員
手
製
の

・
ヘ
ー
プ
サ
ー
ト
や
テ
ー
マ
別
リ
ス
ト
づ

く
り
、
職
員
の
肉
声
に
よ
る
お
は
な
し

会
な
ど
、
少
し
ず
つ
は
手
が
け
て
き
て

い
る
の
で
す
が
：
．
・
・
・
。

神
戸
で
は
、
ま
だ
、
児
童
奉
仕
を
業

⑤
。
●
●
■

務
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
の
基
盤
づ

く
り
が
必
要
な
段
階
と
言
え
ま
す
。
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横
断
歩
道
の
ま
ん
な
か
で
ば
っ
た
り
出

会
っ
た
。
さ
ん
ち
か
へ
降
り
て
い
ち
ば

ん
奥
に
あ
る
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
入
っ
た
。

こ
う
や
っ
て
街
へ
出
て
き
て
人
に
会
う

の
が
楽
し
み
で
ね
。
最
近
は
す
こ
し
飲

む
と
も
う
酔
い
が
ま
わ
っ
て
。
詩
人
の

七
十
の
顔
が
あ
か
る
ん
で
い
た
。

詩
人
山
村
順
（
一
八
九
八
’
一
九
七
五
）
の
第
一
詩
集
「
お
そ
は
る
』
は
大
正

妬
年
に
海
港
詩
人
倶
楽
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
竹
中
郁
自
宅
の
称
で
あ

っ
た
。
竹
中
郁
の
第
一
詩
集
「
黄
蜂
と
花
粉
』
第
二
詩
集
『
枝
の
祝
日
』
も
同

所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
（
註
）
は
山
村
順
の
晩
年
の
詩
「
さ
か
さ
ま
」
か
ら
。

ア
メ
リ
カ
を
追
放
さ
れ
た
ジ
ュ
ー
ル
ズ

・
ダ
ッ
シ
ン
は
天
井
か
ら
ぶ
ら
さ
が
っ

て
宝
石
を
つ
か
ん
だ
泥
棒
を
え
が
い
た

が
。
「
君
も
ぼ
く
も
／
さ
か
さ
ま
」
（
註
）

そ
う
い
っ
て
詩
人
は
片
目
を
つ
ぶ
っ
て

笑
っ
て
み
せ
た
。
さ
か
さ
ま
の
店
内
。

さ
か
さ
ま
の
街
。
揺
れ
や
ま
ぬ
水
。

さ
か
さ
ま
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時
里
二
郎

コ
ラ
ー
ジ
ュ
／
北
川
健
次

口
第
過
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞

大
鵜
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少
年
の
暗
室
の
中
で
仮
装
に
耽
る
司
祭
の
眠
り
は

湿
原
の
泥
に
棲
む
美
し
い
螺
旋
宮
を
内
部
に
も
つ

巻
き
貝
を
愛
撫
す
る

フ
イ
ル
モ
ー
ス
セ
レ
ア
ス

う
ず

ヌ
ー
ヴ
リ
ン
司
祭
の
唇
に
埋
め
ら
れ
た
少
年
の
名

は
豊
か
に
ち
ぢ
れ
た
海
岸
線
に
凌
辱
さ
れ
た
菩
蔽
の

海
峡
を
滑
走
す
る

キ
ト
ン

司
祭
の
夢
は
少
年
の
薄
衣
を
解
き

わ
か

緋
色
に
染
め
ら
れ
た
島
々
を
巡
っ
た
天
い
魂
の
死
を

追
想
し
な
が
ら

漆
黒
の
初
列
風
切
羽
を
ひ
る
が
え
し

て
大
鳴
は
少
年
の
暗
室
の
中
で
め
ざ
め
る

そ
の
虹

リ
ン
グ

彩
の
中
に
認
め
ら
れ
る
闇
の
輪
は
穿
た
れ
た
鍵
穴
の

か
た
ど

よ
う
に
司
祭
の
夢
の
円
環
を
象
っ
て
い
る
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ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て

い
て
、
か
な
り
関
心
が
昂
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
神
や
仏
の
前
で
は
み
な
平
等
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

現
実
の
教
団
の
中
に
は
性
差
別
が
存
在
し
て
い
る
。
社
会

の
あ
り
方
を
、
教
団
が
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
の
は
当

然
と
も
い
え
よ
う
。
現
状
に
不
満
は
あ
る
が
、
宗
教
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
か
え
っ
て
神
に
近
づ

い
た
よ
う
に
思
う
』
『
女
性
解
放
運
動
に
加
わ
っ
て
み
て

親
驚
の
こ
と
ば
が
心
に
ぴ
っ
た
り
く
る
よ
う
に
な
っ
た
』

と
い
っ
た
発
言
が
会
場
か
ら
相
次
い
だ
」
と
「
手
帳
」
氏

は
そ
の
場
の
空
気
を
要
約
し
て
い
た
。

も
っ
と
も
私
は
そ
れ
以
前
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
浮
田
由
子

さ
ん
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
出
席
者
の
カ
ー
タ
ー

・
愛
子
さ
ん
と
い
う
ひ
と
の
発
言
が
三
枝
さ
ん
の
主
張
と

ど
う
噛
み
あ
う
の
か
、
と
「
キ
リ
ス
ト
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ

た
彼
女
の
エ
ッ
セ
イ
の
切
り
抜
き
が
送
ら
れ
て
来
て
い
た

カ
ー
タ
ー
・
愛
子
さ
ん
の
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
、
「
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
と
宗
教
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
雰

囲
気
と
ど
の
程
度
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
の
か
、
現
場
を

知
ら
な
い
か
ら
推
察
で
し
か
言
え
な
い
が
、
現
状
に
対
し

て
、
き
わ
め
て
前
向
き
の
、
か
つ
根
源
的
な
姿
勢
で
貫
ぬ

か
れ
て
い
た
と
思
う
。

彼
女
は
「
神
は
父
か
、
そ
れ
と
も
父
と
母
か
」
と
い
つ

今
日
は
、
ち
ょ
っ
と
ム
ッ
カ
シ
イ
話
。

「
神
戸
っ
子
」
は
い
つ
も
気
楽
に
書
か
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
し
、
私
も
気
楽
な
場
所
で
気
楽
な
こ
と
を
書
く
の
は

大
好
き
な
の
だ
が
、
こ
な
い
だ
、
と
言
っ
て
も
二
月
十
八

日
神
戸
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
話
に
行
っ
た
ら
、
編
集
の
小
泉
美

喜
子
さ
ん
が
聴
き
に
い
ら
し
て
て
論
面
白
か
つ
た
か
ら
こ

の
話
チ
ラ
シ
と
書
い
て
下
さ
い
よ
と
言
う
わ
け
で
、
私
も

チ
ラ
シ
と
面
白
く
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
急
に
モ

ン
ダ
イ
が
私
の
な
か
で
過
激
に
展
開
し
て
し
ま
っ
て
読
な

か
な
か
チ
ラ
シ
と
面
白
く
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ム
ッ
カ
シ
イ
の
で
、
ム
ッ
カ
シ
イ
ノ
キ
ラ

イ
、
の
方
は
今
回
パ
ス
、
で
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
く
ら

い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
他
の
こ
と
を
書
か
な
い
で
、
こ
の

こ
と
を
書
こ
う
と
い
う
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る

実
は
私
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
集
ま
り
で
、
こ
と
も
あ
ろ
う

に
キ
リ
ス
ト
教
で
、
い
ま
一
番
ホ
ッ
ト
な
問
題
に
ク
チ
バ

シ
を
容
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
御
存
知
の
方
も
多
い

と
思
う
が
、
例
の
「
父
な
る
神
」
と
い
う
呼
び
か
け
を
、

こ
れ
か
ら
は
「
父
と
母
な
る
神
」
と
し
よ
う
と
い
う
米
国

教
会
で
の
動
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
宗
教
」

の
問
題
で
あ
っ
て
、
つ
い
先
日
（
三
月
三
日
）
「
朝
日
新

聞
」
の
「
手
帳
」
欄
に
、
京
都
で
も
こ
れ
に
関
す
る
パ
ネ

⑯
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ
●
ペ
ン
の
う
ち
そ
と
●
旧

女
と
宗
教

三
枝
和
子

え
。
元
永
定
正

’
3８
１

（
作
家
）
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た
性
差
別
の
視
点
か
ら
の
み
扱
う
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

大
き
な
視
野
か
ら
こ
れ
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

「
神
の
観
念
も
、
父
か
母
か
の
問
題
で
は
な
く
、
権
威

あ
る
オ
リ
ン
ポ
ス
の
山
に
い
ま
す
ゼ
ウ
ス
の
神
の
理
解
に

対
し
、
イ
エ
ス
が
呼
び
か
け
る
ア
バ
な
る
神
は
別
の
面
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
神
を
私
た
ち
の
持
つ
既

成
の
範
晴
に
押
し
込
め
る
の
で
は
な
く
、
信
仰
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
大
き
く
開
く
た
め
の
理
解
の
上
に
立
つ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
人
開
の
観
念
の
中
に
あ
る
神
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
人
間
の
経
験
の
中
で
理
解
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
だ

け
に
押
し
込
め
る
の
で
は
な
く
神
の
理
解
を
も
っ
と
大
き

く
と
ら
え
よ
う
と
す
る
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
。
」

こ
れ
を
私
ふ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
「
父
と
母
な
る
神
」

な
ど
と
い
う
言
い
替
え
も
、
オ
ヤ
ジ
、
オ
フ
ク
ロ
と
い
っ

た
人
間
の
経
験
の
範
囲
内
で
理
解
す
べ
き
で
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
父
な
る
神
」
も
権
威

あ
る
父
親
像
、
か
ら
の
類
推
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
繋
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
。

こ
の
も
ち
ろ
ん
繋
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
と
い
う
掴
ま

え
方
が
重
要
で
、
逆
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
、

権
威
あ
る
父
親
像
か
ら
類
推
し
て
「
父
な
る
神
」
と
い
う

呼
び
か
け
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
。
後
世
、
こ
こ
か
ら
権

威
あ
る
父
親
像
が
形
成
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
認
め
る
と
し

て
も
。私

が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
話
し
た
こ
と
は
、
オ
リ
ン
ポ
ス
の
ゼ

ウ
ス
の
神
に
し
ろ
、
イ
エ
ス
の
呼
び
か
け
る
ア
バ
の
神
に

し
ろ
、
当
時
（
イ
エ
ス
の
時
代
で
は
な
い
、
も
っ
と
そ
れ

以
前
の
、
ゼ
ウ
ス
の
神
や
ア
バ
の
神
の
信
仰
が
始
ま
っ
た

頃
）
、
母
系
社
会
が
よ
う
や
く
崩
れ
、
父
系
社
会
が
成
立

す
る
過
程
の
な
か
で
の
信
仰
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
母
系
社
会
と
は
、
も
ち
ろ
ん
原
始

的
社
会
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
男
た
ち
は
、
動
物
と
一
続

き
で
あ
る
こ
う
し
た
人
間
の
生
活
を
向
上
？
さ
し
、
意
識

の
上
で
も
動
物
と
区
別
さ
れ
た
生
き
方
を
し
よ
う
と
し
た

「
父
」
と
い
う
観
念
は
、
こ
う
し
た
な
か
で
生
ま
れ
た
。

「
父
」
と
い
う
観
念
が
需
男
性
文
化
の
、
言
い
換
え
れ
ば

人
間
の
文
化
の
初
ま
り
で
あ
り
根
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
し
て
宗
教
が
そ
の
窮
極
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
こ
の
場
所
を
は
ず
し
て
物
事
を
考
え
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
、
と
す
る
の
が
私
の
立
場
な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
私
は
論
女
に
は
宗
教
は
不
要
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
。
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藤
岡
ひ
ろ
子
八
甲
南
革
高
校
専
任
諦
師
Ｖ

ウ
ィ
ー
ン
は
、
豊
か
な
伝
統
と
芸
術

を
ち
り
ば
め
た
町
で
あ
る
が
、
新
た
に

国
際
機
関
を
導
い
て
、
中
立
国
の
首
都

の
形
成
に
向
け
て
歩
み
は
じ
め
て
い

る
。
そ
の
昔
、
ロ
ー
マ
軍
は
ド
ナ
ウ
の

河
岸
に
宿
営
を
置
い
た
が
、
そ
こ
を
核

と
し
て
レ
オ
ポ
ル
ト
王
朝
（
一
二
○
○

年
頃
）
は
ア
ム
。
ホ
フ
広
場
か
ら
半
径

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
城
壁
を

築
い
た
。
今
そ
れ
が
と
り
は
ず
さ
れ
、

リ
ン
ク
と
よ
ば
れ
る
環
状
道
路
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
内
側
に
は
、
カ
ー
ル
六

華
街
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
の
交
差
点
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
建
物
の
戦
災
復
興
に

か
け
た
市
民
の
夢
と
熱
意
が
、
今
ま
た

ウ
ィ
ー
ン
を
多
彩
で
永
遠
な
音
楽
の
町

と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
る
。
華
麗

で
は
あ
る
が
複
雑
な
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の

運
命
を
内
蔵
す
る
ホ
ー
フ
ブ
ル
ク
城
の

古
い
部
分
の
建
築
は
十
三
世
紀
に
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
出
来
る
。

モ
ー
ッ
ア
ル
ト
の
住
ん
で
い
た
と
い

う
家
を
や
っ
と
道
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ

に
捜
し
当
て
た
が
、
そ
こ
に
は
つ
つ
ま

し
や
か
な
老
婦
人
が
楽
聖
の
遺
品
を
静

か
に
守
っ
て
い
た
。
夏
の
陽
の
か
た
ぷ

く
頃
、
ラ
ー
ト
パ
ル
ク
で
野
外
音
楽
会

を
開
い
た
。
そ
こ
に
集
ま
る
人
の
群
の

な
か
で
は
じ
め
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
Ｒ
常

に
ふ
れ
る
思
い
が
し
た
。
そ
こ
か
ら
ほ

ん
の
僅
か
の
距
離
の
と
こ
ろ
に
ギ
リ
シ

ャ
風
の
国
会
議
事
堂
（
一
九
世
紀
）
が

あ
る
。
ア
テ
ネ
の
神
像
、
水
の
神
と
泉

・
騎
馬
の
彫
像
の
見
ご
と
さ
が
旅
人
の

心
を
魅
了
し
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

一
九
五
五
年
を
期
し
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
永
世
中
立
国
と
な
り
、
ウ
ィ
ー
ン

は
積
極
的
に
平
和
に
貢
献
す
る
施
設
に

力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
ナ
ウ

の
む
こ
う
岸
の
広
大
な
自
然
の
な
か
に

ウ
ノ
シ
テ
イ

国
連
都
市
Ｕ
Ｎ
Ｏ
・
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
が
建
設

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
国

際
会
議
場
・
国
際
原
子
力
機
関
・
国
連

工
業
開
発
機
関
な
ど
が
置
か
れ
、
国
民

も
そ
の
地
域
へ
の
投
資
を
惜
し
ま
い
。

こ
の
町
に
流
入
す
る
難
民
や
亡
命
者
に

も
人
道
的
対
応
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

ウ
ィ
ー
ン
は
博
物
館
の
宝
庫
と
し
て

で
な
く
、
新
鮮
な
機
能
を
導
入
す
る
生

き
生
き
し
た
国
際
都
市
と
い
え
よ
う
。

Ａ
そ
の
弘
Ｖ
国
際
文
化
都
市

門
ソ
ィ
ー
ン
の
表
情

世
・
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
（
一
八
世
紀
）

の
王
制
時
代
を
中
心
に
数
多
く
の
芸
術

の
粋
が
生
み
出
さ
れ
た
。
私
が
先
ず
訪

れ
た
の
は
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
ザ
ン

ク
ト
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
寺
院
（
一
四
’

一
六
世
紀
）
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦

の
戦
災
で
崩
壊
し
た
こ
の
建
物
は
教
区

市
民
の
献
身
に
よ
っ
て
再
び
威
厳
を
と

り
戻
し
た
。
空
高
く
そ
そ
り
立
つ
塔
の

見
ご
と
な
装
飾
・
彩
色
あ
ざ
や
か
な
屋

根
。
ト
ル
コ
軍
か
ら
奪
っ
た
大
砲
か
ら

造
っ
た
と
い
う
プ
ン
メ
リ
ン
の
鐘
、
お

ご
そ
か
な
堂
内
な
ど
、
す
べ
て
中
世
の

神
秘
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
塔

（
一
三
七
メ
ー
ト
ル
）
に
登
り
つ
め
る

と
、
市
街
地
が
目
の
前
に
展
望
さ
れ

る
。
ド
ナ
ウ
は
陽
に
輝
い
て
市
の
東
を

流
れ
、
東
欧
と
黒
海
を
つ
な
ぐ
中
継
の

港
を
河
岸
に
築
い
て
い
る
。
マ
リ
ア
・

ア
ム
・
ゲ
シ
ュ
タ
ー
デ
寺
院
・
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
会
・
聖
ペ
ー
タ
ー
寺
院
。
歌

劇
場
・
王
宮
・
博
物
館
・
大
学
な
ど
の

多
様
式
の
建
物
が
、
広
い
庭
園
や
緑
の

間
に
点
在
し
て
い
る
。
リ
ン
ク
の
外
へ

と
通
じ
る
道
と
そ
れ
を
つ
な
ぐ
道
路
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
著
名
な
文
化
人
、
政
治

家
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
文
化
の
結
び
目

で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ネ
オ
・
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
様
式
の
オ
ペ
ラ
座
は
リ
ン
ク
と
繁

王朝時代をしのばせる王宮雇固
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総ii;Ｉ

作
詞
家
の
阿
久
悠
さ
ん
が
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
応
募
詞
選
考
委
員
と
し
て
来
神
中
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
淡
路
島
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
ノ
．

ｌ
い
か
が
で
す
か
応
募
の
作
詞
の
レ
ベ
ル
は
？

「
い
い
ほ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
レ
ベ
ル
は
高
い
で
し
ょ
う
ね
。

神
戸
の
街
を
い
か
に
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
か

と
い
う
、
神
戸
に
視
点
を
置
い
た
魅
惑
の
表
現
が
ど
れ
く
ら
い
あ

る
か
な
と
思
っ
た
ら
皆
無
だ
っ
た
…
。
テ
ー
マ
が
は
っ
き
り
し
す

ぎ
て
い
て
〃
若
さ
だ
″
〃
汗
だ
″
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
神
戸
の
人
の
応
募
が
え
ら
く
少
な
い
で
す
ね
（
笑
）
」

ｌ
新
春
に
坂
井
知
事
と
の
座
談
会
を
拝
読
い
た
し
ま
し
た
が
。

「
去
年
の
秋
頃
か
ら
四
回
ぐ
ら
い
か
な
、
お
逢
い
し
て
ま
す
。
来

年
、
淡
路
に
鳴
門
大
橋
が
架
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
記
念
し

て
の
〃
く
に
う
み
の
祭
典
″
テ
ー
マ
構
想
委
員
と
い
う
こ
と
で
。

南
の
鳴
門
側
に
橋
が
架
る
と
半
分
が
島
で
な
く
な
る
、
虹
世
紀

に
は
恐
ら
く
神
戸
側
か
ら
も
架
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
な
る

と
神
代
の
昔
か
ら
営
々
と
島
と
し
て
暮
ら
し
て
き
た
島
の
人
間
と

K為

可
､

ｌ
ｑＡｌ

蛎
錘

鼻

脳が一番若い‘Ｉ
都市KO B Eに｡Ⅲ

/
１

k

し
て
の
在
り
方
が
完
全
に
切
れ
て
し
ま
う
。
島
で
な
い
人
間
の
生

き
方
を
見
つ
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
大
変
な
意
識
差
で
す
よ
。
思

い
よ
う
に
よ
っ
て
は
住
む
人
間
を
い
い
よ
う
に
発
展
さ
せ
ら
れ

る
。
し
ら
け
る
と
い
い
こ
と
を
他
の
人
に
全
部
や
ら
れ
る
。
だ
か

ら
ほ
ん
と
に
大
事
な
時
で
す
ね
。
ぼ
く
が
十
八
才
迄
育
っ
た
島
だ

か
ら
、
た
ん
な
る
橋
桁
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
く
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
島
で
な
く
中
之
島
っ
て
い
う
考
え
方
を
ど
う
す
る

か
。
風
光
明
眉
を
破
壊
さ
れ
な
い
か
と
い
う
問
題
と
、
住
ん
で
る

人
間
が
活
力
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
大
問
題
。

ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
に
泊
っ
て
い
る
と
、
こ
こ
も
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
は
こ
こ
の
方
が
早
い
ね
（
笑
）
可
能

性
も
強
い
し
、
現
実
に
そ
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
日
本
宮
承
大
の

街
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
ぼ
く
は
街
に
興
味
が
あ
っ
て
何

を
や
り
た
い
っ
て
、
〃
街
の
デ
ザ
イ
ン
〃
を
一
番
や
り
た
い
の
（
笑
）

日
本
の
中
で
は
、
ほ
と
ん
ど
伽
平
方
単
位
で
個
人
地
主
が
持
っ

て
い
る
。
そ
の
利
益
や
感
情
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
街
を
創
る

っ
て
、
到
底
不
可
能
で
ね
。
出
来
る
と
す
れ
ば
島
、
昔
か
ら
の
島

●インタビュ三／訓誹飲みながら

阿久悠く作詩家>に聞く
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で
な
く
人
口
島
で
、
土
地
の
所
有
者
が
個
人
で
な
い
と
い
う
の
は
、

今
な
い
わ
け
で
ね
。
神
戸
自
体
に
活
力
が
出
て
ま
す
し
、
楽
し
み

で
す
ね
。
外
か
ら
見
て
い
て
神
戸
は
こ
こ
二
十
数
年
ず
－
つ
と
動

か
ず
に
い
て
、
ダ
メ
だ
な
明
治
村
で
、
昔
、
こ
こ
は
新
し
か
っ
た

ん
だ
よ
な
ん
て
い
い
な
が
ら
一
番
古
い
こ
と
を
や
っ
て
る
っ
て
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
何
年
間
凄
い
で
す
ね
（
笑
）
」

ｌ
阿
久
さ
ん
が
淡
路
を
出
ら
れ
た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
．

「
ぼ
く
は
も
う
、
嫌
い
で
き
ら
い
で
ね
、
ほ
ん
と
の
気
持
。
も
と

も
と
淡
路
の
人
間
で
な
い
し
、
こ
こ
に
根
を
下
す
っ
て
気
は
な
い

わ
け
で
〃
い
つ
か
出
て
行
く
ぞ
″
っ
て
気
が
ね
。
自
分
の
住
む
場

所
は
な
い
と
い
う
の
が
基
本
で
ね
。
出
て
行
っ
て
犬
死
に
す
る
か

飢
死
に
す
る
か
判
ら
ん
が
出
て
行
く
。
出
て
行
っ
て
何
を
す
る
か

な
っ
て
い
う
想
い
で
十
八
年
。
高
校
卒
業
す
る
ま
で
何
か
淡
路
出

る
ま
で
あ
と
何
日
（
笑
）
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
み
た
い
。
ま
あ
嫌

い
と
い
う
よ
り
外
へ
行
こ
う
と
す
る
気
で
ね
。
淡
路
だ
け
で
な

く
、
佐
渡
や
、
沖
細
や
、
奄
美
の
島
の
人
々
は
自
然
に
乳
離
れ
が

出
来
る
ん
で
す
よ
。
自
分
で
決
心
し
て
島
を
出
る
時
が
、
中
学
生

で
あ
れ
、
高
校
、
大
学
生
で
あ
れ
乳
離
れ
で
す
ね
。
そ
れ
が
自
然

に
作
ら
れ
る
と
い
う
の
は
非
常
に
有
利
で
す
ね
。
あ
る
種
の
強
さ

が
出
る
と
思
い
ま
す
よ
」

ｌ
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
新
本
社
を
建
て
た
ジ
ャ
ヴ
ァ

や
ワ
ー
ル
ド
さ
ん
も
淡
路
の
出
身
で
す
も
の
ね
。

。
「
〃
出
る
″
と
頑
張
る
ん
で
す
。
ぼ
く
は
逆
で
島
に
家
が
な
い
か

ら
失
敗
し
て
も
帰
ら
な
い
。
家
が
あ
る
人
は
余
計
に
帰
り
に
く
い

ぼ
く
は
な
い
か
ら
気
が
楽
で
。
渡
し
舟
に
の
っ
て
本
船
に
乗
り
移

っ
て
神
戸
へ
出
て
来
る
と
い
う
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
よ
。
ち
ょ

っ
と
や
そ
っ
と
で
帰
れ
な
い
。
淡
路
み
た
い
な
近
い
島
で
そ
れ
だ

か
ら
。
荒
海
千
里
だ
と
そ
の
決
意
は
も
っ
と
凄
い
（
笑
ピ

ー
島
離
れ
を
し
た
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
何
な
ん
で
し
装
う
。

「
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
ぼ
く
は
長
野
へ
行
く
と
特
に
松
本
な
ん

か
へ
行
く
と
、
日
本
一
の
勉
強
県
で
昔
か
ら
勉
強
す
る
と
こ
ろ

で
、
目
が
覚
め
る
と
扉
風
の
よ
う
に
ア
ル
プ
ス
に
取
り
囲
ま
れ
て

い
る
。
あ
れ
を
毎
日
見
て
暮
ら
し
て
い
る
と
〃
高
い
〃
と
こ
ろ
行

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
人
よ
り
上
へ
行
く
〃
高
い
〃
と
こ
ろ
へ
行

ｌ
今
度
、
映
画
化
さ
れ
る
〃
瀬
戸
内
野
球
少
年
団
〃
の
お
論
を

伺
え
ま
せ
ん
か
。

「
ぼ
く
ら
の
世
代
が
書
い
て
お
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
部
分
で
、
戦

後
史
の
重
要
性
で
、
政
治
、
経
済
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
か
ら
の

人
と
ら
ま
え
方
で
な
く
、
あ
の
時
代
に
生
活
し
て
い
る
子
供
や
大

の
眼
の
高
さ
で
書
い
た
も
の
が
殆
ん
ど
な
い
。
八
才
’
十
二
才
位

ま
で
で
終
戦
を
迎
え
た
子
供
達
、
終
戦
の
悲
惨
さ
じ
ゃ
な
く
、
民

、
、
、
、

主
主
義
と
の
出
会
い
の
と
き
め
き
み
た
い
な
も
の
を
伝
え
な
き
ゃ

い
け
な
い
。
ぼ
く
が
昭
和
十
二
年
生
ま
れ
で
、
終
戦
が
八
才
。
昭

和
二
十
年
’
二
十
四
年
と
い
う
時
期
碑
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
唯

一
、
絶
対
の
価
値
感
が
な
く
て
、
個
人
の
価
値
感
が
優
先
し
た
歴

史
上
た
っ
た
の
四
年
間
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
な
ん
で
す
。
食
う
も
の
も

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
誰
で
も
え
ら
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
し
、

楽
し
む
可
能
性
も
あ
り
、
誰
で
も
死
ぬ
可
能
性
が
あ
っ
た
。
昭
和

二
十
五
年
に
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
る
と
、
金
も
う
け
の
上
手
い
の
が

一
つ
の
地
位
を
確
保
す
る
。
政
治
的
発
言
の
強
い
人
が
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
。
た
っ
た
四
年
間
で
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
消
え
る
。
だ
か
ら
テ

ー
マ
か
ら
い
う
と
戦
争
ひ
き
ず
っ
た
大
人
達
と
、
民
主
主
義
に
出

、
、
、
、

会
っ
た
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
と
い
い
ま
す
か
ね
。
そ
の
時
、

自
然
に
生
ま
れ
て
き
た
人
間
の
中
に
生
ま
れ
て
き
た
活
力
と
、
活

力
を
支
え
る
た
め
の
ユ
ー
モ
ア
が
絶
対
い
る
。
こ
れ
は
Ｐ
Ｒ
す
る

よ
う
だ
け
ど
映
画
は
も
の
凄
く
い
い
出
来
で
す
。
和
％
撮
り
あ
げ

て
編
集
も
終
わ
っ
て
る
け
ど
四
月
に
満
開
の
桜
の
下
で
進
駐
軍
と

子
供
た
ち
の
野
球
の
試
合
と
い
う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
撮
り
残
し

て
い
る
の
で
す
」

っ
て
初
め
て
向
う
が
見
え
る
ｌ
見
る
た
め
に
は
、
勉
強
し
な

い
と
い
け
な
い
と
い
け
な
い
ｌ
登
ら
な
け
れ
ば
い
け
潅
い
、
島

や
海
岸
に
育
っ
た
人
間
は
、
人
の
上
に
立
と
う
と
い
う
感
覚
よ
り
、

同
じ
同
じ
出
世
感
覚
で
も
〃
遠
く
へ
行
こ
う
″
と
い
う
、
遠
く
へ

行
く
と
い
う
の
は
涯
し
が
な
い
し
、
永
遠
に
水
平
線
な
の
ね
。
三

千
七
百
七
十
六
メ
ー
ト
ル
の
富
士
山
が
一
番
高
い
け
れ
ど
、
水
平

線
を
視
て
し
ま
っ
た
悲
劇
は
涯
し
が
な
い
わ
け
で
ね
。
（
笑
）
」

☆
観
て
下
さ
い
／
・
映
画
「
瀬
戸
内
野
球
少
年
団
」１

４３
１
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い
〃
お
化
け
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
な
ん
て
、

色
気
づ
い
た
高
校
生
が
喜
べ
ば
い
い
と
思
っ
て
た
の
に
、
幼
稚
園

が
先
に
な
っ
て
（
笑
）
聞
い
た
人
が
自
分
の
使
い
方
を
す
る
作
者

は
こ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ぼ
く
は
こ
う
だ
っ
て
い
う
。
こ
う

い
う
活
力
の
あ
っ
た
の
は
七
○
年
代
で
す
ね
。
八
○
年
代
は
、
歌

は
活
力
が
な
い
。
タ
レ
ン
ト
の
人
気
の
中
で
勝
負
し
て
い
る
。
聖

子
ち
ゃ
ん
の
歌
が
時
代
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
な

い
。
歌
手
は
し
ら
な
い
け
ど
言
葉
が
騒
ぎ
を
起
こ
す
と
か
、
時
代

を
リ
ー
ド
す
る
、
予
言
め
い
て
い
る
と
い
う
の
で
な
い
と
。
ピ
ー

ト
ル
ズ
が
出
て
来
た
時
に
昔
の
流
行
歌
は
な
く
な
っ
た
と
い
っ
た

け
ど
、
去
年
か
ら
演
歌
で
ね
（
笑
）
。
ぼ
く
達
の
負
け
で
す
よ
（
笑
）

ポ
ッ
プ
ス
は
日
常
生
活
の
中
の
メ
ル
ヘ
ン
だ
っ
た
。
現
実
は
、
縄

の
れ
ん
で
焼
鳥
と
焼
酎
と
い
う
ね
。
今
、
逆
で
み
そ
汁
た
べ
た
い

の
に
、
紅
茶
の
ん
で
ト
ー
ス
ト
に
マ
ー
マ
レ
イ
ド
ぬ
っ
て
食
べ
る

メ
ル
ヘ
ン
が
日
常
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
逆
に
日
本
的
な
、
ぼ
く

ら
の
年
に
心
中
す
る
と
い
う
の
が
メ
ル
ヘ
ン
な
の
ね
。
世
の
中
が

さ
ら
り
と
ス
マ
ー
ト
に
な
る
と
逆
に
泥
く
さ
さ
が
受
け
る
訳
で
。

現
実
と
メ
ル
ヘ
ン
が
時
代
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
食
べ
も
の
す
べ
て
同
じ
に
。
ス
イ
ト
ン
が
付
加
価
値
に
な
っ

て
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
代
を
含
め
て
五
千
円
で
す
よ
。
全
て
今
は
、

世
の
中
付
加
不
価
価
値
で
す
ね
」

１
１
今
、
映
画
と
い
う
の
は
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
と
い
う
…
。

「
ぼ
く
達
は
世
代
的
に
木
を
読
み
、
映
画
で
洗
礼
さ
れ
た
。
だ
か

ら
映
画
は
夢
で
す
ね
。
只
や
ろ
う
と
思
え
ば
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
で

も
監
督
で
も
音
楽
で
も
、
脚
本
で
も
、
出
演
で
も
ね
、
何
で
も
出

来
る
（
笑
）
文
化
に
関
っ
た
人
間
な
ら
全
員
、
映
画
は
で
き
る
の

で
す
よ
」

ｌ
最
後
に
神
戸
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

「
脳
が
一
番
若
い
都
市
な
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
心
中
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
ブ
レ
ー
ン
が
若
い
ん
だ
。
ブ
レ
ー
ン
都
市
な
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ス
ポ
ー
ツ
を
選
ん
だ
中

で
何
が
一
番
若
い
の
か
と
い
う
ブ
レ
ー
ン
づ
く
り
を
や
る
こ
と
で

し
ょ
う
ね
。
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
と
老
化
す
る
の
で
、
神
戸
も
固
ま

ら
な
い
よ
う
に
頭
を
常
に
ゼ
リ
ー
状
に
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」

１
４４
１

ｌ
篠
田
監
督
宮
川
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
い
い
ス
タ
ッ
フ
で
す
ね

「
篠
田
さ
ん
は
ぼ
く
が
熱
望
し
て
、
早
稲
田
の
箱
根
駅
伝
の
選
手

で
す
か
ら
（
笑
）
で
も
こ
れ
は
重
要
な
こ
と
で
、
あ
の
人
は
体
育

系
で
す
か
ら
（
笑
）
で
も
こ
れ
は
重
要
な
こ
と
で
、
あ
の
人
は
体

育
系
か
ら
文
化
系
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
人
で
し
よ
。
マ
ラ
ソ
ン
選

手
か
ら
創
作
監
督
に
変
わ
っ
た
時
点
で
、
体
育
系
の
雰
囲
気
を
出

さ
な
い
よ
う
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
映
画
を
創
っ
て
来
・
ら
れ
て

い
る
。
一
回
ぐ
ら
い
出
し
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
（
笑
）
」

ｌ
野
球
少
年
か
ら
作
詞
家
と
い
う
変
身
も
似
て
い
ま
す
ね
．

「
ぼ
く
が
作
詞
を
や
っ
た
の
は
ピ
ー
ト
ル
ズ
が
出
て
来
て
楽
器
革

命
が
起
き
て
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
時
代
と
な
っ
て
流
行
歌
に
の
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
の
流
行
歌
が
壊
れ
て
焼
跡
の
よ
う
に
な

っ
て
、
既
制
の
作
詞
が
、
ま
た
〃
リ
ン
ゴ
可
愛
い
や
″
に
戻
る
か

と
思
っ
て
い
た
ら
戻
ら
な
か
っ
た
訳
、
そ
の
焼
跡
で
な
か
に
し
礼

や
橋
本
淳
ら
と
ぼ
く
達
は
作
詞
家
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
な
か
っ
た

ら
旧
態
依
然
と
し
た
徒
弟
制
度
の
中
で
作
詞
家
に
な
る
。
こ
れ
は

ぼ
く
ら
に
は
出
来
な
い
で
す
ね
。
ぼ
く
た
ち
は
心
情
を
詩
っ
て
時

代
の
中
と
ど
う
関
っ
て
い
く
か
、
時
代
の
中
で
言
葉
や
ア
ク
シ
ョ

ン
が
ど
う
変
わ
る
か
と
い
っ
た
言
葉
の
鮮
度
が
年
に
よ
っ
て
変
わ

る
。
そ
の
生
き
も
の
と
し
て
の
言
葉
を
ど
う
捕
え
る
か
と
い
う
こ

と
で
詩
を
や
り
始
め
て
い
る
。
〃
白
い
蝶
の
サ
ン
バ
″
が
伽
万
近

く
売
れ
て
、
び
っ
く
り
す
る
程
金
が
入
っ
た
の
。
そ
れ
迄
ぼ
く
は

放
送
作
家
と
し
て
相
当
売
れ
っ
子
だ
っ
た
の
に
、
日
常
台
本
書
い

て
台
本
料
も
ら
っ
て
た
の
に
、
原
稿
用
紙
二
枚
く
ら
い
の
も
の
が
、

こ
ん
な
お
金
に
な
る
の
か
と
、
ぼ
く
の
頭
の
中
で
革
命
が
起
き
た

の
ね
（
笑
）
価
値
感
の
広
が
り
方
の
早
さ
、
台
本
一
つ
書
い
た
の

と
違
う
の
ね
。
テ
レ
ビ
で
何
千
万
の
人
が
見
て
る
け
ど
、
見
て
る

の
に
又
買
う
人
が
多
い
。
ま
た
そ
の
早
さ
ね
。
書
い
て
一
月
も
す

、
れ
ぱ
い
い
か
悪
い
か
。
〃
生
き
も
の
〃
と
し
て
世
の
中
を
渡
っ
て
行

く
か
ど
う
か
見
え
て
く
る
。
ヒ
ッ
ト
曲
に
な
る
の
は
、
い
い
も
の

で
き
た
と
思
う
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
、
い
い
曲
で
き
ま
し
た

ね
。
反
応
い
い
よ
。
売
れ
て
る
ら
し
い
。
ぼ
く
の
と
こ
ろ
に
戻
っ

て
く
る
と
き
に
は
〃
あ
ん
な
に
売
れ
る
筈
な
い
″
〃
あ
の
考
え
方

が
通
じ
る
訳
が
な
い
″
〃
子
供
が
な
ぜ
あ
ん
な
歌
を
喜
ぶ
筈
が
な
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4５

ポス トモダンの理想的なファッションタウンを求めて

駕頭鰯
碑呑 露鍵鍵灘騨

Ｋ,ＦｏＴ。 ( 神戸ファッションタウン協議会）
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カイタック株式会社有限会社コスモポリタン製菓株式会社パール株式会社リオ横山
カワノ株式会社株式会社ジェルベ株式会社マドンナ株式会社ワールド
株式会社キャンプロモーションセンター株式会社ジャヴァ三井不動産株式会社大阪支店
株式会社キャラバン株式会社シヤルレ三菱地所株式会社大阪支店以上 3 0 社（ 5 0 音順）

●Ｋ､ Ｆ､ Ｔ･ 事務局／〒6 5 1 ／中央区浜辺通５丁目１番1 4 号神戸商工貿易センターピル1 7 Ｆ露０７８（2 5 1 ）０６５５
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